
公⽴幼稚園の今後のあり⽅
公⽴幼稚園 6園

● 引き続き「公の役割」を実践する
（特に①特別⽀援教育）

● 存続する公⽴幼稚園を「研究指定園」とし、
幼保⼩⼀貫教育推進の拠点とする

● 市⺠や議会に対して⼗分な説明を⾏いながら
進める

４園は当⾯の間存続 ２園は発展的解消（閉園）

● 発展的解消（閉園）後の施設や⼟地の活⽤
についても併せて検討する

● 在園している園児を途中で退園させない

研究指定園
「公の役割」を踏まえた幼児教育の実践・研究

市内の各幼児教育施設に情報発信

● 幼稚園に⼊れない児童が出ないように、周囲
の私⽴幼稚園の状況などを踏まえて検討する

⼤洲百合台 信篤 新浜塩焼南⾏徳

２．未就学児童の状況

１．公⽴幼稚園の今後の⽅向性検討の背景

市川市⽴信篤幼稚園及び市川市⽴新浜幼稚園の閉園⽅針について

６．公⽴幼稚園の今後のあり⽅

３．幼稚園の状況

今後の公⽴幼稚園の基本的⽅針

答申に基づき
「公の役割」を継続

新たなニーズに対応
「公の役割」に合わせて

施設数を適正化
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５．公⽴幼稚園と私⽴幼稚園の関係性

公⽴幼稚園 ＝ 私⽴幼稚園の補完 昭和40〜50年代にかけて、⼈⼝が急増する中、
私⽴幼稚園に⼊園できない児童のために設置
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① 特別⽀援教育
﹁
公
भ
役
割
﹂ ④ ⼦育て⽀援施策（相談）

② 教育機会の確保
③ 幼児教育の研究

⑤ ⼈材育成機能

 ３園を基幹園として残し、「公の役割」を果たす１

公⽴幼稚園に関する今後のあり⽅（基本的⽅針）

  その他の園については
  廃園可能な園から
  順次廃園を検討する

２

  1学級あたりの⼈数の
  適正規模は
  概ね20〜35⼈とする
  (複数学級が望ましい)

３
特別⽀援児

33 283
（再掲） 6 4 10 - - - 20

⼊園児童数 21 38 69 85 37

計

定員 210 210 280 210 140 140 1,190

百合台 ⼤洲 南⾏徳 塩焼 信篤 新浜

単位︓⼈
４．公⽴幼稚園各園の⼊園状況 （令和５年５⽉１⽇現在）
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